
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 高松小学校だより 

たかまつの子 第 10号 

【２月の予定】  ★スクールカウンセラー来校日 ２月７日（水）・１４日（水）・２１日（水）・２８日（水） 

★３年生放課後学習 ２月６日（火）・１３日（火）・２０日（火）・２７日（火） 

         ★「読み聞かせ」 （下学年） ２月１日（木）・１５日（木）・２９日（木） 

 （上学年） ２月８日（木）・２２日（木） 

２月 ２日（金） 入学前保護者会 １５時００分～１６時５０分／５年生もちつき体験（コミセン） 

２月 ５日（月）～１１日（日） 生活ふり返り週間 

２月 ６日（火） 第３回 地域学校運営理事会 １８時～ 

２月１３日（火） 1年生防犯教室／5年生情報モラル教室／「見守り隊」さんへの感謝セレモニー 

２月１４日（水） 授業公開日（２時間目１・２年生／３時間目３・４年生／５時間目５・６年生） 

２月２８日（水） ５年生出雲科学館学習  

２月１５日（木） 5校時授業／2月２９日（木） ５校時授業（6年生は 6校時：6年生を送る会準備）  

令和６年 １月 ９日（火） ３学期 始業式での話（体育館で行いました） 

みなさんニュースで知っていると思いますが、この 1月の終わり頃、メジャーリーガー大谷翔平選手か

らの贈り物、グローブが届く予定です。どんどん使って、体を鍛えていきましょう。 

さて、大谷翔平選手は、二刀流と言われて、投げるピッチャー、打つバッターの両方をやっています。 

それを目指した時、誰もが、「絶対無理」「そんなことは不可能」だと受け止めました。でも、大谷選手

は、「できる」「がんばる」と思い続け、努力を重ね、世界のスーパースターとして力を発揮しています。 

また、子供の頃から、目標を掲げ、それを達成するために、何をすると良いかを書き出して、毎日実行

していました。一流の野球選手になるために、どんなことをしようと思ったのかというと、「ゴミ拾い」「審

判への感謝」など、一見野球とは関係ないことが書き出されていたそうです。 

一流の野球選手になるためには、まず、人として立派になる、そうすることで、運が良くなり、自分の目

標を達成することにたどりつけると考えたのです。確かに、一生懸命頑張る人、コツコツ努力する人、人

に感謝の気持ちを表す人、こういう人は、周りの人も、応援したくなってきます。ピンチの時には誰かが

助けてくれると思います。きっと、こうした支えが、本人の力を伸ばすことにつながるのではないでしょ

うか。１年生は、まもなく次の１年生が入ってきますから、先輩になります。２年生は、いよいよ中学年の

仲間入り、３年生になっていきます。３年生は、中学年の中の先輩にあたる４年生になり、４年生は、高学

年の５年生になります。５年生はいよいよ学校の大黒柱、リーダーの６年生です。それぞれに準備をしっ

かりして、大きく力が伸ばせるように頑張りましょう！ 

さて、みんなの力を伸ばすことが一番できなくなること、それはいじめです。大谷選手は、仲間を、と

ても大切にするそうです。友達にいじわるな言葉を言ったり、仲間外しのいじめをしたり、そんなことは

一切なかったそうです。ここで、校長先生が最近出合った出来事をお話しします。 

あるスポーツクラブで、リレーをしました。途中、ある人が抜かれてしまいました。リレーは、かけっこ競

走ですので、当然、抜かれることがあります。その時、「あの子、太っているから足が遅いんだ！」と言っ

た人がいました。ひどい言葉です。１学期からみなさんにずっと言っていますよね。体のことは絶対に言

わない、人が傷つくことを言ったら、それは「いじめ」だと。クラブでも言い続けていますから、「これは許

せない！」と思い、みんながいるところへ走っていきました。 

さて、この後、どうなったと思いますか？  

同じチームの子が、「そんなこと言うな！ダメだろ！」って言ったのです。そして、リレーはそのまま続

き、ゴールとなりました。終わってから、「そんなこと言うな！ダメだろ！」っていじめを注意した人、誰？

と言って、その子をめちゃくちゃ誉めました。ひどい言葉を言った子には謝らせて、二度と言わないこと

を約束しました。高松小のみんなはそんな言葉を言わないようにしてほしいのですが、もしも言った人が

いたとしたら、この注意した子のように勇気をもって注意して欲しいと思います。そして、誰もが過ごし

やすい、安心安全な高松小学校にみんなの力でしていきたいと思います。 

３学期、みんなで頑張りましょうね！以上で終わります。 

 「子供達が意欲をもって読みを深めていくためにはどうするとよいか」をテーマとして、特に国語

の授業の充実を目指して日々励んでいるところです。 

（１２月）３年会が、国語（物語文）「サーカスのライオン」の授業を公開しました。授業公開前には、３

年会で何度も集まって、話し合いを重ねていました。本番の授業を、他の学級で先行して実施し、修

正点や改善点を見つけるなど、「授業をよりよいものにする」という熱い志が感じられました。 

授業後は研究協議会を開き、「もっと子供が活発に発言するにはどうするとよいか」「登場人物の

気持ちや、作者が伝えたかったことにもっと迫っていくにはどうするとよいか」など、意見を交わし

ています。外部から指導員に来ていただき、助言や指導も受けています。 

あまり目立たない、地道な取り組みだと思いますが、子供達の学力を向上させていくためには、

教師の授業力向上が必要です。日々の授業を充実したものにしていくためにも、こうした努力は欠

かせません。２学期終了時点では、子供達の「読む力」が少し伸びてきたような、密かな手ごたえを

感じているところです。 

子供達の「読む力」、教師の「授業力」は、まだまだ伸びる！まだまだ伸ばす！という強い意欲を

もって、今後も努力を重ねていきたいと思います。 

※ 研究主任を中心にした、有志による「教材を学ぶ会（教材解釈会）」が秋に発足しました。 

放課後、多くの教員が定期的に集まっては、授業づくりのために励んでいます。 

授業に関する協議の様子です 
みんなで授業を見ています 

授業「サーカスのライオン」の様子です 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （１２月～１月） ナイスショット！ 

１年  「昼休みリレー大会」          「身体測定」 

２年        「おもちゃ王国 （1年生を招待）」  

保護者や地域の皆さま、いつもお世話になり、ありがとうございます。 

本年もどうぞよろしくお願いいたします。 ＜高松小学校一同＞ 

５年     「しめ縄づくり （講師：地域ボランティアさん）」 

４年     「書初め教室」           「（新年）学年集会」 

３年    「書初め教室」         「（新年）学年集会」 ６年 「体育（講師：スポーツ指導員）」     「社会（同和問題学習）」 


